
コンソーシアム名 万葉ふるさとテレワーク推進協議会

コンソーシアム参加
機関名

（下線は代表機関）

株式会社インテック
富山県、高岡市

実施類型・人数 類型Ａ：5(H28)～24(H32) 類型Ｂ：0(H28)～4(H32) 類型Ｄ：0(H28)～8(H32)

実施地域 富山県高岡市

事業概要

①テレワークセンター型：富山県高岡市内の事務所にテレワークセンターを構築し、
都市部等の仕事をテレワークにより実施できる環境を整備する。

②既存部署利用型：都市部部署の開発や運用・保守・監視などの業務の一部を地方
の部署が請負ってサテライトオフィスを拡張・増員できるようにする。

平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業
「地⽅拠点活⽤型テレワーク推進事業」

株式会社インテック（富⼭県⾼岡市）
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整備した拠点の概要

整備完了後の取組内容の概要

拠点名称 ： インテック 万葉スクエア
住所 ： 富山県高岡市京田６２６－１

1

【拠点の外観】

【テレワークセンターフロア】

【サテライトオフィスフロア】

類型B・サテライトオフィス（専用型）

子育て・介護対象者が都市圏から移動し、
移動前の業務を継続的に行う。

サテライトオフィス(常駐型）
類型A・都市圏等で分散実施していたOJTを集約
類型D・OJTを行った社員の一部をそのまま配属

年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

移動者数（累計） 5（5） 23（28） 2（30） 2（32） 4（36）

平成28年度 ふるさとテレワーク推進事業
「地⽅拠点活⽤型テレワーク推進事業」

株式会社インテック（富⼭県⾼岡市）

◎本事業の実施結果は、コンソーシアムメンバーである富山県や高岡市を通して他企業とも共有し、同様の試みの参考になるようにするとともに、各自治体で取組む地方
創生事業とも連携し、各自治体で支援できることを検討し、必要な支援があれば支援策の実施を検討する。

◎平成29年度においては、富山県や高岡市が運営する移住希望者向けの求人サイトを通じた求人・採用活動や、高岡市が商工会議所やハローワークと連携して取り組
む、就職とセットにしたUIJターン事業や、富山県が行うUIJターンイベント等の取り組みと連携した取組みを行う。また、実施主体である、株式会社インテックの関連会社に
おいて、新たに社員を現地雇用し、都市部で行われている業務の一部をテレワークで行うこととしており、その際には、本年度の取組みを踏まえて取り組むものとする。

◎さらに、富山県が28年度に新設した、若者や女性、UIJターン者のまちなかでの開業を促進するため、遊休資産を活用したシェアオフィス等の整備をモデル的に支援す
るパイロット事業「富山県まちなか開業促進物件整備事業」の活用なども検討しながら、シェアオフィスを活用したふるさとテレワークについても実現可能性を含め、29年度
以降、引き続き検討する。

類型A・テレワークセンター

都市圏のコンピュータシステム開発・監視プロジェクトの一部の要
員が移動し、都市圏と連携してプロジェクトを実施する。



（参考①）整備した拠点について

整備箇所 場所（部屋） セキュリティ
システム 什器 ネットワーク環

境 テレビ会議 その他のコミュニ
ケーションツール

テレワークセンター 既存設備を
利⽤

既存設備を
利⽤ 補助⾦活⽤ 既存環境を

増強 既存を流⽤ 既存ツールを
利⽤

サテライトオフィス（専⽤型）
既存設備を
利⽤

パーテーションは
補助⾦活⽤

既存設備を
利⽤

補助⾦活⽤
⼀部は既存を

流⽤
既存環境を
増強 補助⾦活⽤ 既存ツールを

利⽤

サテライトオフィス（常駐型）
既存設備を
利⽤

パーテーションは
補助⾦活⽤

既存設備を
利⽤ 既存を流⽤ 既存環境を

増強 補助⾦活⽤ 既存ツールを
利⽤


